
令和３年度岩手県教育研究発表会
「学びの改革プロジェクト研究発表」

岩手県立水沢高等学校 教諭 去石 淳
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発表内容
１ 本校の現状
２ 本校での取り組み
３ 数学での活用事例について
４ 課題と次年度に向けて
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１ 本校の現状
（１） 本校の紹介

創立１１１周年

生徒数６９７名、教職員数６３名

１学年 普通・理数科 ６クラス

２，３学年 普通科 ５クラス、理数科 １クラス

ＳＳＨ指定１９年目

来年度からジェンダーレスの制服を導入
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１ 本校の現状
（２） ＩＣＴ環境

令和２年度

８～９月 すべてのＨＲに電子黒板とプロジェクターの設置

特別教室３室に移動式プロジェクター

教室用ＰＣ２１台、生徒用端末４５台

１１月 Wi-Fi設置工事完了

３月 生徒用端末１２０台（各学年に４０台配置）

令和３年度

１１月 生徒用端末１２０台（各学年に計８０台配置）

１月 生徒用端末２４０台

（１学年計２４０台、２学年計１２０台、３学年計１２０台設置予定）
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１ 本校の現状
（３） ＩＣＴ活用状況（令和２年度アンケートより）

・普段の授業でＩＣＴ機器を活用している（５２％）

・ＩＣＴ機器を今以上に活用していきたい（７９％）

・授業で利用したことのある機器やアプリ

電子黒板（４２％）生徒用端末やスマートフォン（２５％）

インターネット（４６％）
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２ 本校での取り組み

・令和２年度５月 研究指定

国語科、地歴公民科、数学科、理科、英語科から１名ずつ校内推進委員を選出し、

それぞれで研究開発

・校内研修会

９月 AI型学習教材の研修会

１１月 生徒用端末の研修会

１２月 学習支援アプリの研修会

・令和２年度研究発表

テーマ「SOCIETY 5.0 に向けて」

地歴公民と英語の教科横断的な授業を学習支援アプリを用いた共同授業の実践
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２ 本校での取り組み

・令和３年度 昨年度と同様に推進委員を５名選出（継続は２名）

国語 自作教材によるＩＣＴ機器の効果的な活用

地歴公民 学習支援アプリを用いた授業

数学 共有ファイル機能を用いた様々な授業

理科 自作教材によるＩＣＴ機器の効果的な活用

英語 共同編集機能を用いた授業

推進委員での情報共有

互見授業での情報提供
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３ 数学での活用事例について

(０) 共同編集機能を利用したオンライン授業

(１) 無料デジタルツールを用いた授業

(２) 共有ファイル機能を用いた授業

(３) 共有ファイル機能を用いた宿題の取り組み

(４) 共有ファイル機能の成績上位者指導への活用
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（１） 無料デジタルツールを用いた授業

３ 数学での活用事例について

• 数学学習・数学教育用の無料デジタルツールを用いた授業

岩手県立大学田村先生の協力のもと実施

球面幾何における三角形の五心について学習

・使用機器等

生徒用端末生徒各１台

数学学習・数学教育用の無料デジタルツールの利用

生徒用端末で無料デジタルツールを検索

Web用のアプリを開始

教師側が作った資料を配布するときは共有ファイル機能を利用する。

生徒はその資料をダウンロードして、無料デジタルツールで開く
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生徒の感想と課題

〇課題

・生徒用端末のトラブルへの対応

・授業準備（ 生徒用端末 、プロジェクター）に時間がかかる

・授業進度への影響、深い学びとなっているか

（２） 無料デジタルツールを用いた授業

３ 数学での活用事例について

〇生徒の感想

【デジタルツールを用いた授業について、好意的な生徒 95％】

・無料デジタルツールを使うのは、難しかったけど、球面幾何学に興味を持てた

ので良かったです

・平面で習っていたことを球面でやってみて面白かったです。平面との共通点や

相違点が分かって参考になりました。

・使ったことの無いアプリで困惑したけれど、思っていたよりも簡単な作業で楽

しく学べたので良かった。数学に少し興味がもてた。
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（２） 共有ファイル機能を用いた授業の実践

３ 数学での活用事例について
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• 授業の板書内容をＰＤＦファイルで準備

• ＰＤＦファイルは 共有ファイル機能を利用して生徒に配布

→生徒は説明事項などを生徒用端末に電子ペンを用いて記入

・練習問題もＰＤＦファイルにして同様に配布する

→生徒は生徒用端末に電子ペンを用いて解く

・生徒の解答は必要に応じて電子黒板に提示



生徒の感想と課題

３ 数学での活用事例について

〇生徒の感想

【 共有ファイル機能を用いた授業について 好意的な生徒 ５７％】

・黒板が見えにくい人がいなくなる。板書が楽になる。カラーがあるのでわかり

やすい。

・板書に集中して話を聞き逃すことが減ること。ノートを使わなくていいから持

ち物が減ること。

・ノートを取る時間がかからないので先生の話に集中できる。

・重要なポイントをまとめてあったので、理解しやすかった。

・黒板の書き写しの間違いなどの心配がないこと。

・資料など配られてもなくすことがない。

（２） 共有ファイル機能を用いた授業の実践
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生徒の感想と課題

〇課題等

・生徒用端末のトラブルへの対応

・板書時間の削減はgood→生徒の考える時間増

・表示スピード、タッチペンの性能、プロジェクターの機能

３ 数学での活用事例について
（２） 共有ファイル機能を用いた授業の実践

〇生徒の感想

・目が疲れる。外の明るさで全く見えないことがある。

・生徒用端末を利用してる時、急にペンが書けなくなることがあり、ついて

いけない時がある。

・電子黒板は意外と遠い席の人が字が小さくて見えづらい。

・書きづらい。操作を誤ると授業についていけない。
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３ 数学での活用事例について
（３） 共有ファイル機能を用いた宿題の取り組み
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・１日１題 共有ファイル機能を利用して、問題（１、２題）を配付する

・生徒は、朝や休み時間を利用して生徒用端末で解答する

・教科担任は、空いている時間に添削する



生徒の感想と課題

〇課題等

・簡単な問題を確認するためには良い

・指示・印刷・配付・回収・返却等が不要

・タッチペンの性能が良くない

・思うように操作ができず、逆に不便

（３） 共有ファイル機能を用いた宿題の取り組み

３ 数学での活用事例について

〇生徒の感想

【 共有ファイル機能を用いて宿題をすることについて、好意的な生徒 63％】

・どこでも見られる。やろうと思えばどこでもやれる。

・ノート提出の手間が省ける。

・文字が書きにくい。動作が遅い時がある。

・準備が面倒。

・ノートに書いた方が早いと思う時もある。
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・上位者２０名のチームを作り問題等の配付

・２０名をさらに４名ずつのグループに分ける。

・共同編集機能を利用して、解答の作成や吟味（これから）

３ 数学での活用について
（４） 共有ファイル機能の成績上位者指導への活用
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４ 課題と次年度に向けて
（１） ＩＣＴ活用状況（令和３年度アンケートより）

・普段の授業でＩＣＴ機器を活用している（６２％）←５２％

・昨年度と比べてＩＣＴ機器を利用する機会が増えた（７３％）

・ＩＣＴ機器を今以上に活用していきたい（７６％）←７９％

・授業で利用したことのある機器やアプリ

電子黒板（６８％）生徒用端末（４０％）スマートフォン（３８％）

共同編集機能（２２％）学習支援アプリ（２２％）AI型学習教材（１１％）

インターネット（６２％）
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４ 課題と次年度に向けて
（１） ＩＣＴ活用状況（令和３年度アンケートより）

感想・意見等

・生徒一人一人が、自分の生徒用端末を持っていないのが不便です。

共用で、その時間のみ使うのでは、効果的な運用ができません。

・画面が黒板の三分の一程度なので生徒からは見えづらく、同内容のプリント教

材で対応することが多い

・ログインに時間がかかり、授業のロスになっている。一人一台の生徒用端末が

あれば…といつも感じている。

・各学校に、教員とは別のIC機器担当者が配置になれば活用がより進むと思います。

・生徒用端末に関して、準備や片付け、コロナウイルス対策の除菌などを考え

ると1時間では活用しにくい。
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４ 課題と次年度に向けて
（１） ＩＣＴ活用状況（令和３年度アンケートより）

感想・意見等

・個人情報の保護や機密情報の隔離など様々な制約があることは理解していますが、

全県・全校・全教員・全生徒が一律で同一のシステムやアプリを使わなければな

らないよう求められている現状は、ICT機器を活用した学習活動の本来の趣旨か

らかけ離れていると考えます。AI型学習教材でも共同編集機能でもオンライン配

信でも、各校や教員、生徒たちが最も使いやすいシステムやアプリを活用できる

ようにしてほしいと考えます。

・Wi-Fiがもっと強力だと助かる。

・教員が使用していくために進度を多少犠牲にしても使い続ける決断ができるか

どうかだと思う。最終的には学力が身についているかどうかを判断しているのが、

テストであるうちは使用頻度が増えるのは難しいと思う。
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４ 課題と次年度に向けて
（２) これまでの課題
・全学年において、1人1台端末が実現しないと、今以上の活用が難しい
→機器の準備や片付けで10分弱かかる現状

・使用機器の性能の向上も必要
→タッチペンの精度や処理速度など快適ではない。プロジェクターの設定も大切。

・ＩＣＴ機器の活用と生徒の深い学びのつながり
→ＩＣＴ機器を利用することでの興味関心の高まりを深い学びにつなげられるか

・ＩＣＴ機器の管理と使用ルールについて
→現在は、教務課と情報広報課で管理等しているが、管理体制や使用ルールなど
あいまいなことが多い

（３） 次年度に向けて
・互見授業によるさらなる情報共有
・研究目標の達成
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